
                    

 

                                   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「外から帰ってきた後は石鹸で手を洗いましょう」「食事の前には手洗いをしっかりしましょう」 

 みなさん一度は聞いたことがある言葉だと思います。では、実際に外から帰ってきた時、手にウイル

スはどれくらいついているのでしょうか。また、その手を石鹸でよく洗った場合、ウイルスはどれく

らい落ちるのでしょうか。それらを確かめるため、学校薬剤師さんの協力のもと、保健委員と I 組で

「手洗い実験」をしました。様々な状態の手の平を寒天培地（ウイルスを育てる培地）につけて、ウ

イルスの量を調べます。この結果は、３学期に動画で流しますので楽しみにしていてください。 

                         令和６年１２月３日（火）第１８号 

           練馬区立石神井中学校  保健室       

             校  長   山 田 美  鈴  

 

昼休み、ボール遊びをした後の手を 

寒天培地につけます。 

機械に入れてウイルスの培養をします。 

果たして結果は･･･！？ 



 

 

 

 

【新型コロナウイルス】 
 

発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インフルエンザ】 
 

発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日経過するまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マイコプラズマ肺炎・伝染性紅班（りんご病）】 
 

医師が感染のおそれがないと認めるまで 

 

感染症にかかり出席停止をした場合は、登校する際に「登校届」を提出してください。 

登校届は石神井中学校のホームページにある「届出書」より印刷することができます。自

宅での印刷が難しい場合は、登校後に担任の先生に伝えて用紙をもらうようにしてください。 

感染症が増える季節です！ 


